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持続およびと限嶺ml/hyで追加授与し,十分な効果が

褐られ/且竣日間使用した争奪級据え済き塾は術後や癌末期

の安静臥床の捧痛患者に準携帯型は活動性U)保たれてい

る柊痛愚老に,各婚積極的に使用して症例を登れ,より

効果的な使用法を検討したい.

1針 1-(l,ll二】に.巨日立L帖削.KFLJ注入法
深部混い変化言∴八､7:
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演者らぼ予下肢のしびれや冷感の知覚累常を訴える患

者5例をこプuスタグランデでソE旦持BGEl)単独の局所

静脈内注入(和E120絹+生食且Oml)を施行し,足部の

深部温と自覚症状の変化を観察した.深部鼠は,食倒に

おいて上界を示した(+2年を卜8.0℃上 白覚症状では3

例が有効,ユ例がやや有効,ま例が不変であった.深部

鼠上界は堂例2時間以上持続Lたが,24時間後に測定し

得た且例では左右差は消失していた一自覚症状の改善は,

2,3F3持続Lたこ畜･が3例ラー例は発表時濠で拍7日間)

緑綬している85例のうち3例的tll管痛を訴えだが予他

に豊橋な副作用は生じなか-lた 本法はァ局所麻酔薬の

併用 摘守園で報告)無しでも争覇済性があるという印象
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1招悪性腫壕に伴う沌引戻性三叉神経痛及び後頭
神経痛
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頭頚部窓性感慶の末期闘志捧痛を伴うことが多い心我々

はず悪性腺癌に伴う三叉神経痛及び後頭神経痛を経験L

たので報告する_

症例且や66歳身性賢甲状腺癌の再発.昭和63年3月左

後頭部-磯rj頭部痛を主訴をこ当組入院,緩頚神経プ乞詔､ブタ

を施行し,痛みぼやや軽減Lた,症例2.80歳男性｡表臼

岬描肌暇｡酢紅 組適中.両f帖nl1titr描;棉.N.mTVVl麻坤

鮒出現夢この痛みに対し両側脱落上神経ブロックを施行

も〆｡∴有効であった甘

薯後藤癌の痛みU)原因は複雑であるが,症例且では交

感神経を介する血管性頭痛の関与が考えられ,症例2で

はや海綿静脈洞血栓あるいは膝癌による塞栓が考えられ
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た.また,悪性腰痛の初発症状とLて終痛だげを訴える
こともあるので注意が必要である.

息望)神経性食思不振症が)治療経験
蛙親閲-弘車転田 定率
熊吉 雄 -･:･J･,LJ出し上郎(折損八丁封拝酔頼
れ=L】 情･卜聴 恒粒

神経性食思不振症は極端な体蚤減少と低栄養を特徴と

する疾患である.奪回我櫓は婦人科病棟をこて入院中心肺

停止を生じヲ救急部をこて長時間に渡る全身管理を必要と

した症例を経験したので緒嘗ザるす症例は且7歳の女隆一

救急部武重時は剛域8%のるいそうであった.婦人科病棟

よさ+jIVHによる栄養管理を継続もノていたが血清総蛋白

は後年鞄閥五台と低栄養状態にあった.輸液の許容限界

が著しく低く,水分出納が正に懐くと肺うっ血殿様欄を

皇した胡また呼吸筋の筋力低下予畷疾排出力の低Yから

無気肺を生じた.最期に渡る呼吸き栄養管理の必要性か

ど)気管切開及び経腸管栄養を実施Lたところ状態は好転

し,26日削こぼ血清級蛋白7.物価 となりタ感巣症状

等の合併産む無く退室となった症例である.
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木村 志;髭 府警墓を錨 欝禽病院譲遠山

今回われわれは従来の内科的治療予-ロイミン吸Aに反

応しない小児畷恩患者の｡薮横発作に封Lてサケタミソ麻

酔卜∴ ‡1仁ハ'車現法綻‥昌一ll'l'＼･'):':ljL､fJ叶こ∴ト.

たと思われる症例を経験したので,嘱息登麓発作に対す

るケタミソ7HmVの有効性について多少殿文献的考

察を加えて報告する.

旦那 肉類静脈複数カニェレ-ションによる
稀な合併症
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脈J-Wj迷丸という稀な合併症を経験した,その摘出は開

心術症例であったをこ屯的ぢブザ難渋を極めたが,basket

L･;llht=)i(.riTtい)幸運i∴日商侶｢卜王立二し上村i'.来し

太い2本殿C離het磨Yの本法をこよる留置をこ際しては単

をこC離he嘗eTの損傷のみならず,その断裂という農機な

合併症が起こり得る赴


